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さあ水滋シーズン
市内の各小学校では、 6月中旬から下旬にかけてプール聞きが行われました。これから 9月上旬ま

での問、子供たちは太陽が照りつける中で、水泳の練習に励み、真っ黒に 日:焼けするこ とでしょう。

(写真=塩尻小学校のプール開きで)
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市民の動き

( 6月1日現在)

117，004人 (+109) 

57，165人 (+ 69) 

59，839人(+ 40) 

36，947世帯 (十 111)

)内は前月比です。

総人口

男

女

世帯数
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-農林など重点に補正教育

6月定例市議会が、 6月2日から18日まで、

17日間の会期で聞かれました。今回は、公民館

など各集会施設の使用時聞を延長するための

「上田市川西社会福祉センタ一条例等の一部改

正案」、遠藤利治さんからのご寄付に基づく「上

田市スポーツ振興基金条例の制定案」、「昭和61

年度上田市一般会計補正予算案」など29議案が
審議され、すべて可決・承認されました。

6月議会で決まった61年度予算

補 正 子 算 害責

ー般 会 計 17億6，564万1千円

特別 会 計 2億1，132万5千円

予 算 *公'It!.'、 客買

一般 会 計 202億7，378万4千円

特別 会 計 103億4，025万8千円

/補正予算の主な内容(一般会計)1

*総務費

。河川情報センター情報受信端末機配置

。防災行政無線配備

*民生費

。寝たきり老人用消臭ふとん購入

。デイサー ビスセンター設置事業

。モデル児童遊園設置事業

(自然運動公圏内)

。川辺町児童センター設置事業

*農林水産業費

。農業ノ〈イオセンター設置事業

。森林総合利用促進事業

(男1)所森林公園にテニスコートなど)

。新農構神科補助金

(上田市農協果実集出荷場建設)

*商工費

。市民会館舞台照明設備改修工事

*土木費

。上田駅大星線道路改良事業

。市民の森公園整備事業

(チビッコ広場、修景施設など)

。上回ノ〈イパス関連工事

(水路政修、用地取得など)

*教育費
。校舎大規模改修工事仁二中・五中) 8，792万円
。仮称第六中学校建設事業 4億2，128万5千円
。児童遊園地整備事業(玄蕃山、下本郷) 225万円

。スポーツ振興基金積立 1，000万円

。自然運動公園備品購入

(ノ〈ンノfーボート、リモコンポート)

。市民の森公園備品購入

(ゴーカート、ノ〈ッテリーカ ー)

144万7千円
2，000万円

1億691万3千円

5，110万円

3，610万2千円

60万円

8，460万円

2，500万円
5，300万円

3，479万2千円

2，100万円

(特別会計には産院事業も含む)

林
間
歩
道
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
設
置
さ
れ
る
別
所
温
泉
森
林
公
園

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
庫

支
出
金
の
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

医
療
費
の
支
出
が
増
加
す
る
な
ど
、

拡
充
強
化
に
関
す
る
意
見
書

国
立
東
信
病
院
は
、
上
岡
市
を
中

心
と
し
た
地
域
医
療
機
関
の
基
幹
病 8，430万円

1億91万3千円

713万円

条
例
の
制
定
・
改
正

V
上
田
市
川
西
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

条
例
等
の
一
部
改
正

施
設
利
用
者
な
ど
か
ら
の
要
望
に

そ
っ
て
、
地
域
活
動
の
拠
点
と
な
る

公
民
館
な
ど
各
集
会
施
設
の
使
用
時

間
を

一
時
間
延
長
し
て
、
施
設
利
用

の
活
発
化
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

V
上
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

-
部
改
正

昭
和
五
十
九
年
退
職
者
医
療
制
世

上
げ
し
な
い
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
補
助

f
、

げ

を

し

350万円
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二重価

さ言
んZ

六
月
定
例
市
議
会
で
、
固
定
資
産
一

評
価
審
査
委
員
に
山
浦
盛
一
さ
ん
が
、
↑

市
議
会
の
同
意
を
得
て
再
任
さ
れ
ま
一

し

た

。

一

山
浦
盛
一
さ
ん
(
や
ま
う
ら
せ
い
一

い
ち
、
六
十

一
歳
、
常
田
二
二
一

三
|

一
九

・

上

常

田

)

一

略
歴
:
・
満
州
国
立
大
学
ハ
ル
ビ
ン
一

学
院
卒
、
上
田
信
用
金
庫
代
表
理
一

事
・
常
務
、
固
定
資
産
評
価
審
査
一

委

員

一

が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
国
庫

支
出
金
の
負
担
率
が
引
き
下
げ
ら
れ
、

医
療
費
の
支
出
が
増
加
す
る
な
ど
、

国
民
健
康
保
険
の
財
政
負
担
が
増
大

し
て
い
る
現
況
で
す
。
今
回
、
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
答
申
を
い

た
だ
き
、
税
率
の
引
き
上
げ
改
正
を

行
い
、
国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全

運
営
を
図
り
た
い
と
い
う
も
の
で
す
o

v
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改
正

農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
に
当

た
り
、
下
水
道
事
業
債
の
適
用
を
受

け
、
事
業
の
円
滑
な
運
営
と
そ
の
経

理
の
適
正
を
図
る
た
め
、
上
田
市
農

業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
を
設
置

し
ま
し
た
。

V
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
条
例

の
制
定

こ
の
度
、
市
内
中
央
東
の
医
療
法

人
友
愛
会
千
曲
荘
病
院
院
長
、
遠
藤

利
治
さ
ん
か
ら
上
田
市
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
ご
意
向
に
そ
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
普
及
振
興
し
、
市
民
の
体

力
づ
く
り
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め

の
基
金
と
し
て
、
積
み
立
て
を
し
ま

し
た
。

意

見

書

*
国
立
東
信
病
院
の
現
地
存
続
及
び

昨
飾
帯
先
副
知
ル
ル
「
」
戸
酬
附

4
9
z
w
書
思
回
九
-
'

国
立
東
信
病
院
は
、
上
田
市
を
中

心
と
し
た
地
域
医
療
機
関
の
基
幹
病

院
と
し
て
、
広
域
診
療
圏
人
口
約
二

十
五
万
人
に
及
ぶ
東
信
地
区
唯

一
の

国
立
医
療
機
関
と
し
て
地
域
住
民
の

保
健
指
導
な
ど
総
合
診
療
機
能
を
発

揮
し
、
地
域
医
療
に
大
い
に
貢
献
し

て
い
る
。

今
回
発
表
さ
れ
た
国
立
東
信
病
院

と
国
立
長
野
病
院
と
の
統
合
問
題
に

つ
い
て
は
、
当
地
域
の
医
療
行
政
上

極
め
て
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
今
後
も
引
き
続
き
国
立
医
療
機

関
と
し
て
現
在
地
に
存
続
さ
れ
、
地

域
医
療
の
中
核
病
院
と
し
て
ガ
ン
疾

患
、
循
環
器
疾
患
、
難
病
お
よ
び
母

子
医
療
セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
整
備
の

一
層
充
実
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
望
す
る
。

*
老
人
保
健
法
改
正
に
関
す
る
意
見

書厚
生
省
は
、
老
人
保
健
法
の
改
正

法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
が
、
こ
の

法
案
が
成
立
す
る
と
医
者
に
か
か
れ

な
く
な
る
老
人
が
増
え
る
ば
か
り
で

な
く
、
国
民
の
す
べ
て
に
健
康
保
険

制
度
を
支
え
る
た
め
の
保
険
料
の
負

担
が
多
く
の
し
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

老
人
医
療
を
充
実
す
る
立
場
か
ら
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
要
請
す
る
。

①
老
人
医
療
の
自
己
負
担
額
を
値

-v上田
市
国
民
健
康
保
険
視
条
例
の

-
部
改
正

昭
和
五
十
九
年
退
職
者
医
療
制
度

上
げ
し
な
い
こ
と
。

②
国
民
健
康
保
険
へ
の
国
庫
補
助

率
を
引
き
上
げ
、
掛
金
値
上
げ
を
し

な
い
こ
と
。
健
康
保
険
組
合
、
共
済

な
ど
一
般
労
働
者
の
拠
出
金
増
額
に

あ
ん

つ
な
が
る
加
入
者
按
分
率
の
引
き
上

け
に
勺
い
て
は
、
慎
重
に
行
う
こ
と
。

③
病
気
を
予
防
す
る
た
め
の
保
健

事
業
を
名
実
と
も
に
充
実
さ
せ
る
こ

と。
④
老
人
医
療
費
無
料
化
を
は
じ
め
、

地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
自
治

体
の
独
自
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
主

性
を
認
め
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、

実

質
的
後
退
に
結
び
つ
く
福
祉
へ
の
補

助
率
カ

ッ
ト
を
撤
回
す
る
こ
と
。

⑤
国
民
健
康
保
険
の
財
政
を
圧
迫

し
て
い
る
退
職
者
医
療
に
国
庫
負
担

を
導
入
す
る
こ
と
。

ー

ー

lav---

こ
の
ほ
か
「
農
業
の
基
本
政
策
に

関
す
る
意
見
書
」
、
「
林
業
の
活
性
化

に
関
す
る
意
見
書
」
も
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
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市
民
の
祭
り
H

上
田
わ
っ
し
ょ
い
H

今
年
は
踊
り
コ

今
年
で
十
五
回
目
を
迎
え
る
「
上

回
わ

っ
し
ょ
い
」
は
、
七
月
二
十
六

日
出
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
十
五
周
年
記
念
と
し
て

踊
り
の
コ
ン
ク
ー
ル
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
優

勝
、
準
優
勝
、
一
住
の
ほ
か
に
、
ハ

ン
ク
i
ル
も

ッ
ス
ル
賞
、
ア
イ
デ
ア
賞
、
連
続
出

場
賞
な
ど
の
賞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
申
込
方
法
は
六
月
十
六
日
号
の

「広

報
う
え
だ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
)

参
加
申
し
込
み
7

/
叩
ま
で

踊
り
の
練
習
は
・
・
・

参
加
す
る
「
連
」
の
申
し
込
み
は
、

七
月
十
日
闘
で
締
め
切
り
ま
す
。
自

治
会
、
職
場
な
ど
で
踊
り
連
、
み
こ

し
連
、
太
鼓
連
を
つ
く

っ
て
、
官
製

臓
障
祭
り

各
連
は
、
今
か
ら
練
習
を
積
ん
で

本
番
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

踊
り
の
講
師
が
必
要
な
連
に
は
、

上
田
民
踊
連
合
会
の
会
員
の
皆
さ
ん

が
指
導
に
行
き
ま
す
。
講
師
の
皆
さ

ん
の
連
絡
先
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
そ
れ
ぞ
れ
最
寄
り
の
講
師
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
講
師
へ
の
謝

礼
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
送
迎
を

お
願
い
し
ま
す
。

連
代
表
者
会
議
を
開
催

連
代
表
者
会
議
を
七
月
十
八
日
働

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
、
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。
各
連
は
、
必
ず
代

表
者
一
名
を
出
席
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
課
(
宮

⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
8
)

へ

氏 名 住 所 電 3舌

中 沢てい子 上川原柳町1497-17 22-9361 

西沢 貞 常磐城1-7 -15 22-8985 

近藤敏子 中央西2-5-2 22-1674 

丸山和 j王 常国 3-2-4 22-6559 

水野錦子 五加1149-1 38-2414 

中村久枝 川辺町872 22-4819 

山崎よしゑ 上川原材1I町1757-8 22-5684 

両角かね代 三好町520 24-8357 

倉沢とき子 染屋2062-8 24-1037 

池田武子 常磐城1一7-19 24-8990 

二輪歌子 中央3-8 -22 24-0825 

菅沼せきじ 上塩尻206-7 27 -6417 

滝沢良江 中央北2-7-2 23-1438 

市川久子 岡734 31-3305 

清/)¥考子 住吉990-4 24-5344 

高橋きみ子 神畑246-1 22-8321 

井戸久子 常入 1-11-32 24-3976 

μ、松雪子 緑が丘1-10-20 22-7072 

L主 藤恵美子 上沢1471-20 24 -1513 

L霊山 恒星 神畑47-1 24-2451 

(敬称略)上回わっしょい踊り講師一覧表

母子家庭、父子家庭の皆さんへ

「母(父)と子の集い」にご参加を
市と母子寡婦福祉会では、次により「母(父)

と子ーの集しりを開催します。

と き...8月 3日(円)午前 6時30分市役所出発
ところ・・・富士急ノ、イランド

参加費・・・小学生以下 1人400円、中学午以上(大
人も含む)600Pl 

申込先ー・最寄りの母了・寡財福祉会役員または悩

祉課 (ft⑫4100内線383)へ

トー-

7月1日から市役所駐車場を
午後10時に閉鎖します

6月まで市役所駐車場は平日の執務終了後、

駐車場として一般に開放してきました。しかし、

7月1日ωからは、平日の午後10時まで駐車場
として開放しますが、午後10時から翌日午前 7

時30分までは閉鎖しますので、ご了承くださし、。

なお、土曜日の午後と日曜日・祝日は、従来

どおり有料で駐車できます。

午

な

対

な

ん

附

を

に

の

さ
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祭
り

上
田
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
七

月
十
二
日
出
、
十
三
日
間
に
「
船
駅

祭
り
」
を
行
い
ま
す
。

当
日
は
、
下
図
の
と
お
り
市
街
地

で
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
交
通

規
制
時
間
は
、
七
月
十
二
日
出
が
午

後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
ま
で
、

十
三
日
同
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

Tごえーー(5ド一一一昭平日61年 7月1日 広報う

フ
月
ロ
・
日
日
に

正
午
ま
で
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
臨
時
バ
ス
停
も
、
十
二
日

が
午
後
六
時
三
十
分
か
ら
同
十
時
、

十
三
日
が
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正

午
ま
で
、
下
図
の
と
お
り
設
置
さ
れ

ま
す
。
規
制
時
間
終
了
後
は
、
平
常

の
バ
ス
停
位
置
に
戻
り
ま
す
。

E・・E

7月部落差別をなくす市民大行動

6月

駐車場

7月l

として

時30分

な幸二

どおり

7月17日岡市民会館で開催

部落の完全解放を図るため、 7月17日附午

後 2時から市民会館で「第11回部落差別をな

くす市民大行動」を行L、ます。同和問題に対

する理解と 認識を深めていただき、差別のな

い明る いまちづく りのために、 大勢の皆さん

のご参加をお願いします。
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属きましたか?
新しい国保の保険証

え広報う...第 962号

6月末日で、今まで使っていた国保の保険証(黄色)、および退職被保険者等証明書(みどり色)

の有効期限が切れ、 7月 1日から新しい保険証で受診していただくことになりました。

まだお手もとに届いていない方は国保年金課へお問い合せください。

邸主月1日11島義じいi義隆鋲繁義務委 I
だいTごい色(一般)と

肌色(退職被保険者等)になります
今回の更新では、一般被保険者の方にはだいだい色の「国民健康保険被保険者証」を、退職被保険者お

よびその被扶養者の方(退職被保険者等」と呼びます)には肌色の「⑧国民健康保険退職被保険者証」

をお送り してあります。

|今までの保険証は必ず国保年金課へお返しください|

今まてイ変っていた保険証は、有効期限が切れて使えなくなっています。その場合、必ず保険者(上田

市)へ返していただくことになっています。国保協力会長さんを通じるか、保険証に同封されていた返

信用封筒を使って国保年金課へ必ずお返しください。

l 確認 1 
lじましょう1

保険証を受けとったら、記入漏れや記入

違いがないか、また、すでに国保をやめた

人が記入されていないか確認しましょう。

新しい保険証は、一般被保険者の方と退

職被保険者等の方で別々になっています。

受診の際間違えないようご注意ください。

くなお、老人保健医療受給者の方は「一般被保険者」となっています〉

-眠言直撃議問陣層強H .if-.3f:亜m.量局ZE・
お医者さんにかかるときは、必ず保険証を病院などの窓口へ提出してくださ し、 0

・坦E露呈蛮富岡民藍調・

治療がすんだら、必ず保険証は返してもらいましょう。

預けっぱなしは、紛失などの事故のもととなります。

-回語審組制a蝿繭昌司r~_

会社に入ったり、他の市区町村へ転出するときは、必ず市役所へ届け出て、

保険証をお返しください。

(そのときに、保険税の精算をお願いしています。

ウ
ム
類
を
で
き
る
だ
け
多
く
取
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
小
魚
は

1
V
宇
品
、
っ

保
険
証
の
取
り
扱
い
方

保険税
納めて安心
わが家の健康

保険証・保険税についてのお問い合わせは

国保年金課国民健康保険係

ft22-4100内線282・281 有線2-0711
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6月

の有効

まだ‘

グ
丈
夫
な
歯
4

そ
の
秘
訣
は

目 ー ー・‘ 目

一一一一一 -.一一一一 ・ー一一目唱『曹圃 . -- ...目一...---...__ ___ -. I 
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fごえ一ー(7)一一一ー昭和61年7月 1日 広報う

「県民よい歯のコンクーjレ」
1位の出沢さんに聞く

/ 

i 機 /J
「高齢者の部」に出場した出沢和夫さん

五
月
下
旬
に

「
長
野
県
民
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
市
内
で
は
高
齢
者
の
部
(
七
十

歳
以
上
)
で
、
出
沢
和
夫
さ
ん
(
七

十
六
歳
・
上
川
原
柳
町
)
が
出
場
者

八
十
四
名
の
中
で

一
位
に
選
ば
れ
ま

し
た
。今
回
の
「
健
康
づ
く
り
」
は
、
出

1
4ん
に
丈
夫
な
歯
に
す
る
た
め
の

秘
訣
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ー

l
l
a
v
i
l
l

-

-
こ
の
た
び
の
歯
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
一
位
に
な
り
、
お
め
で
と
う
ご

¥ 

ざ
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
守
い
ま
す
。
市
の

広
報
で
「
長
野
県
民
よ
い
歯
の
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
り
、

気
軽
に
応
募
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

が

一
住
と
い
う
こ
と
で
、
大
変
う
れ

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

|
|
虫
歯
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い

と
聞
い
て
い
ま
す
が
:
・

は
い
。
今
ま
で
虫
歯
に
な
っ
た
こ

と
は

一
度
も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
入
れ

歯
も
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
自
分
の

歯
で
す
。
で
す
か
ら
、
治
療
の
た
め

に
歯
医
者
さ
ん
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

|

|
歯
み
が
き
は
、
毎
日
ど
の
よ

う
に
や
っ
て
い
ま
す
か
。

朝
起
き
て
か
ら
朝
食
の
前
に
歯
み

が
き
を
し
ま
す
が
、
ハ
ブ
ラ
シ
で
歯

を
み
が
く
の
は
朝
の

一
回
だ
け
で
す
。

ハ
ブ
ラ
シ
は
、
軟
毛
で
小
さ
め
の
も

の
を
使
っ
て
お
り
、
歯
の
表
・
裏
を

す
み
ず
み
に
わ
た
り
二
十
回
ず
つ
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

|

|
歯
み
が
き
は
、
寝
る
前
や
食

後
に
し
た
方
が
よ
い
と
よ
く
聞
き
ま

す
が
・•• 
私
は
昔
か
ら
の
習
慣
で
、
朝
、
歯

を
み
が
い
て
か
ら
で
な
い
と
、
食
べ

物
を
口
へ
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
口
の
中
を
清
潔
に
す

る
こ
と
を
第

一
に
考
え
て
い
る
の
で
、

食
後
は
食
べ
物
の
カ
ス
を
歯
に
つ
け

て
お
か
な
い
た
め
、
必
ず
軟
ら
か
い

ヨ
ウ
ジ
で
歯
を
き
れ
い
に
し
た
り
、

お
茶
や
水
で
口
の
中
を
ゆ
す
ぐ
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

|

|
食
事
で
、
特
に
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
・
:

牛
礼
、
卵
、
魚
と
い
っ
た
カ
ル
シ

L 

ウ
ム
類
を
で
き
る
だ
け
多
〈
取
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
小
魚
は

骨
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
の
で
、
描
に

あ
げ
る
分
も
な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

で
す
。
ま
た
、
歯
と
歯
ぐ
き
を
守
る

た
め
、
刺
激
の
強
い
も
の
は
避
け
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
熱
い
お
茶

な
ど
の
熱
湯
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
や

氷
水
な
ど
の
冷
た
い
も
の
、
そ
れ
に

七
味
唐
辛
子
と
い
っ
た
辛
い
も
の
で

す。
|
|
こ
の
ほ
か
、
歯
を
丈
夫
に
す

る
こ
と
で
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
:

私
は
食
事
中
、
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
の
で
、
食
事
は
と
て
も
遅
い
の
で

す
が
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査

員
の
歯
医
者
さ
ん
か
ら
、
ア
ゴ
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
、

し
っ
か
り
し
た
ア
ゴ
に
な
り
、
結
局

は
し
っ
か
り
し
た
歯
を
作
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
こ
の
年
齢
に
な

っ
て
も

何
ん
で
も
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
と
て

も
幸
せ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
今
回
の
「
長
野
県
民
よ
い
歯
の
コ

ン
ク

l
ル
」
で
は
、
出
沢
さ
ん
の

ほ
か
に
、
高
齢
者
の
部
で
赤
地
袈

裟
梓
さ
ん
(
七
十
三
歳
・
材
木
町
)

が
入
賞
、
障
害
者
施
設
の
部
で
上

田
い
ず
み
園
(
北
常
国
)
が
優
秀

賞
に
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
n

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「
夏
休
み
」
の
催
し

〈
パ
ソ
コ
ン
教
室
〉

期
日
・
:
①
七
月
二
十
九
・

三
十
日、

八
月

一
・
五
・
六
・
八
日
。
②
午

前
の
部
(
午
前
九
時
1
正
午
)
、
午

後
の
部
(
午
後
二
時
i
五
時
)
。

対
象
・
:
小
学
校
五
・
六
年
生
と
中

学
生

受
講
料
・
・
・
四
千
円

申
込
方
法
:
・
七
月
十
五
日

ωま
で
に

往
復
は
が
き
に
「
保
護
者
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
印
、
受
講
者

氏
名
、
学
校
名
と
学
年
、
午
前
か

午
後
の
部
」
を
記
入

〈
親
子
実
験
教
室
〉

期
日
・
:
八
月
三
日
同
と
十
日
刷
、

い
ず
れ
も
午
前
九
時
1
正
午

対
象
:
・
小
学
校
四

i
六
年
生
と
そ

の
保
護
者
(
各

一
名
で

一
組
)

実
験
内
容
・
:
虫
の
観
察
や
電
気
実
験

参
加
費
:
・
二
百
円

ご

組

)

申
込
方
法
・
;
七
月
二
十
日
間
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
「
保
護
者
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
児
童
の
氏
名
、

学
校
名
と
学
年
、
受
講
希
望
日
」

を
記
入

〈
申
込
先
〉

干
3
8
6

口
上
田
市
上
田
原

一
六
四

O

上
田
創
造
館
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お知らせ
県
長
野
総
合
健
康
セ
ル
タ

i

健
康
度
測
定

希
望
者
を
募
集

え広報う

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長

野
市
若
里
)
で
は
、
健
康
度
測
定
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。

同
セ

ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の
諸
検

査
の
ほ
か
に
特
に
体
力
測
定
を
行
い
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
最
新
の
分
析
装

置
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、

健
康
状
態
を
説
明
し
て
く
れ
ま
す
。

市
役
所
前
か
ら
同
セ

ン
タ
ー
ま
で
、

マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
予

定
で
す
。

同

日
地
区
で
十
人
以
上
の

お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
混
乱

....第 962号ー第 962号~

「
、
海
の
家
」
の
ご
利
用
を

塩田公民館主催の「フ戸ミリースポーツ
大会Jガ、 6月15日自然運動公園椿で行
われました。選手の皆さんはソフトボール
(=写真〉とバレーボ ルの2種目に熱戦を
繰り広げましだ。この大会は、塩団地区の
自治会単位で競い合うもので、各チームと
も楽しい雰囲気のもとに終わりまし定。

く
ま
で

パ
ス
が
行
き
ま
す
。

対
象
者
:
・
満
三
十
五
歳
以
上
の
市
民

募
集
人
員
・
・
・
百
名

検
査
内
容
:・
血
液
生
化
学
検
査
、
尿

検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
写
真

撮
影
な
ど
十
一
項
目
の
検
査
と
体

力
測
定
(
希
望
者
の
み
胃
検
診
)

受
診
料
・
:
一
万
円
(
同
時
に
胃
検
診

を
行
う
場
合
は
、
a

一
万
二
千
円
)

助
成
金
・
:
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)

を
補
助
し
ま
す
が
、
補
助
の
対
象

と
な
る
人
は
三
十
五
歳
以
上
の
人

で
、
①
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
、

②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で
助
成

制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

受
診
日
・
:
九
月
、
十
月
中
の
指
定
日

申
込
方
法
:
・
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、

加
入
保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー

で
受
診
し
た
こ
と
の
有
無
を
電
話

ま
た
は
官
製
は
が
き
で
保
健
予
防

る
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
)

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
「
海
の
家
」
に
ご

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日
・
:
七
月
三
十
一
日
同
(
た

だ
し
、
期
限
内
で
も
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

そ
の
他
・
:
受
診
日
な
ど
細
部
に
つ
い

て
は
、
決
定
次
第
、
申
込
者
に
通

知
し
ま
す
。

使
用
時
間
は

七
月

一
日
か
ら
、
別
表
の
施
設
(
公

民
館
は
じ
め
集
会
施
設
)
の
使
用
時

聞
が
一
時
間
延
長
し
て
午
後
十
時
ま

で
と
な
り
ま
し
た
。

詳
し
い
こ
と
は
、
左
表
の
各
施
設

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

施 設 問い合わせ

去民γg(減中央南、、西塩部田、上、川野が西丘)
中央公民館

宮⑫0760

上田市勤労青少年ホーム 包⑫7117

上田市観光会館 宮⑫4403

中央解放会館 8⑫内線4130804 

相染閣 同 2100 l 
上田市福祉会館 包⑫2025

事
業
所
統
計
調
査

7
月
7
日
か
ら

企
画
調
整
課
統
計
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
1
9

七
月

一
日
現
在
で
全
国

一
斉
に

「事

業
所
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
趣
旨
、
目
的
な
ど
に
つ

き
ま
し
て
は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
調
査
時
期
が
国
政
選
挙
と

重
な
っ
た
た
め
、
調
査
員
が
事
業
所

へ
お
伺
い
す
る
時
期
が
遅
れ
、
七
月

七
日
か
ら
に
な
り
ま
す
が
、
調
査
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ミ
ニ
バ
イ
ク
に
も

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

7
月
5
日
か
ら
義
務
付
け

道
路
交
通
法
が
改
正
さ
れ
、
原
付

自
転
車
(
排
気
比
五
十

C
C
以
下
)

に
乗
る
と
き
も
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
、
違
反
者
に
は
七

月
五
日
出
か
ら
行
政
処
分
点
数
一
点

か
科
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
、
っ
。

ま
た
、
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
次
の
点
に
注
意
し
ま
し

ょ、っ。

。
運
転
者
の
皆
さ
ん

シ
l
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

。
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん

見
と
お
し
の
悪
い
交
着
点
で
は
、

必
ず
い

っ
た
ん
止
ま

っ
て
、
右
左
の

安
全
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

別
所
線
期
成
同
盟
会

総
会
へ
ご
参
加
を

交
通
対
策
課
交
通
対
策
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
6
9

別
所
線
電
車
存
続
期
成
同
盟
会
(
田

中
直
一
会
長
)
で
は
、
毎
年
別
所
線

電
車
を
存
続
さ
せ
る
た
め
、
沿
線
地

区
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
参
加
に
よ
る
期
成
同
盟
会
の

総
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
次
に
よ
り
別
所
線
電
車
存

続
期
成
同
盟
会
の
総
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す

日
時
・
・
七
月
七
日
嗣
午
後

.時

か
ら

4
R

憧
司
-s

倫
司
同
川
『
爪
ム
『
陣
u

「飴崎

と
き
:
・
七
月
二
十
二
日
似

一
時
か
ら

と
ニ
ろ
・
:
上
回
市
民
会
館
大
ホ

i
H
W

午
f量



マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
無
料
送
迎
す
る
予

定
で
す
。
同
-
地
区
で
十
人
以
上
の

お
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
近

第 962号、

「
怯
冊
仇
り
φ
本
」
仇
り
ご
利
用
を

7
・8
月
谷
浜
と
能
生

生
活
環
境
際
金
活
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

毎
年
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
好
評
の

「
上
田
市
海
の
家
」
を
今
年
も
七
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま
で
、
谷

浜
海
岸
と
能
生
海
岸
に
開
設
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
開
設
場
所
〉

マ
谷
浜
海
岸
l
旅
館

「
飯
田
屋
」

新
潟
県
上
越
市
長
浜

二
二
五

(
北
陸
線
谷
浜
駅
下
車
、
駅
前
)

宮

0
2
5
5
⑬
2
1
0
1

マ
能
生
浜
海
岸
H
H
民
宿
「
か
な
は
ち
」

新
潟
県
能
生
町
七
二
四
九

(
北
陸
線
能
生
駅
下
車
、
約

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)

宮

0
2
5
5
@
2
3
1
6

〈
申
込
方
法
〉

電
話
で
直
接
、
海
の
家
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。
予
約
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま
す
。
日
帰
り
で
利
用
す
る

場
合
も
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
(
例

年
、
七
月
下
旬
か
ら
八
月
上
旬
に
か

け
て
は
利
用
者
が
集
中
し
ま
す
。
な

る
べ
く
こ
の
期
聞
を
避
け
て
計
画
す

fごえ一ー(9)一一一一昭和61年 7月 1日 広報う

加
入
保
険
名
、
以
前
に
セ
ン
タ
ー

で
受
診
し
た
こ
と
の
有
無
を
電
話

ま
た
は
官
製
は
が
き
で
保
健
予
防

る
こ
と
も
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
)

な
お
、
予
約
取
り
消
し
の
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
早
く

「海
の
家
」
に
こ

連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
料
金

・
利
用
時
間
〉

別
表
の
と
お
り
で
す
。
宿
泊
さ
れ

る
方
で
、
こ
の
時
間
以
外
に
利
用
さ

れ
る
方
は
、
部
屋
を
専
用
で
き
ま
せ

ん
。
旅
館
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

ま
た
、
超
過
時
間
に
つ
い
て
は
、

割
り
増
し
料
金
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

「j毎の家」料金及び利用時間

利用料金 利用時間

宿泊 大人4，300円 小人4，000円 午後l時~翌日午前10時
(2食付)

飯田屋
日帰り 大人 800円 小人 600円 午前10時ー午後4時(食事なし)

宿(2 泊 大人4，200円 小人3，900円 午後l時~翌日午後2時食付)
かなはち

(食日事帰なりし) 大人 800円 小人 600円 午前10時~午後4時

信
州
大
学
公
開
講
座

「
繊
維
と
生
活
」
の

受
講
者
を
募
集

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係

包
⑮
0
1
5
6

信
州
大
学
繊
維
学
部
で
は
、

一
般

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
次
の
と

お
り
公
開
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き
・
:
日
程
表
の
日
の
午
後
一
時

か
ら
四
時

と
ニ
ろ
・
:
信
州
大
学
繊
維
学
部

募
集
人
員
・
:
一二
十
名
(
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
)

受
付
期
間
:
・
七
月
二
十
一
日
側
か
ら

同
二
十
九
日

ω

申
込
方
法
・
・・所
定
の
申
込
書
に
受
講

料
二
千
五
百
円
を
添
え
て
、
繊
維

学
部
教
務
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

。

そ
の
他
:
・
実
施
要
領
、
申
込
書
の
郵

送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
返
信
用

封
筒
(
あ
て
先
明
記
、
六
十
円
切

手
貼
付
)
を
同
封
の
う
え
、

「干
3

8
6

市
内
常
田
三

十
五

一

信
州
大
学
繊
維
学
部
教
務
係
」

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

が
科
さ
れ
ま
す
。

バ
イ
ク
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
習
慣
を
つ
け
ま

信州大学公開講座日程表

期 日 講義題 目 講 師

7月29日ω 繊維の不思議 山i甫 和男助教揖

7月30日(水) 汚れと洗濯 清水 j晃助教授

8月5日ω 色と染料 小笠原真次助教授

8月6日(水) 繊ー未維来との生活 白井 正芳教授種主品世の仲間たち

8月7日同 ゴブラン織を作る 近田 淳雄教授

食
中
毒
防
止
の

保
健
予
防
諜
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
8

県
で
は
、
次
に
よ
り
食
中
毒
防
止

体
験
発
表
お
よ
ぴ
「
食
品
と
健
康
に

つ
い
て
」
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
年
々
多
発
す
る
食
中
毒
の
発

生
を
未
然
に
防
止
し
、
県
民
の
食
生

活
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。
大
勢
お
誘
い
合
わ
せ

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

.
、“苦-・引
H

柑
ヌ
C
ふ
イ
国
岬

L
'
L
寸
d

↓w，

日
時
・
:
七
月
七
日
同
午
後
て
時

か
ら

会

場

・
:
塩
回
公
民
鱈

F
』

晶

C
e
o
上
ν
日
μ
t
J
L
I
t
J
口
μ
州山ド

-
・
時
か
ら

と
ニ
ろ
・
:
上
田
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

講
演
・
:
「
食
品
と
健
康
に
つ
い
て
」

講
師
は
厚
生
省
生
活
衛
生
局
長
の

北
川
定
謙
さ
ん
。

午

精
神
障
害
者
家
族
会

勉
強
会
を
開
き
ま
す

山
び
ニ
の
家

宮
⑧
9
0
5
6

精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
次
の

と
お
り
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご

都
合
を
つ
け
て
多
数
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

日
時
:
・
七
月
十

一
日
働

午
後
一

時
三
十
分
1
四
時

場
所
:
・
上
田
市
福
祉
会
館
(
二
階

和
室
)

講
師
:
・
栗
本
藤
基
先
生
(
安
曇
病

院
精
神
科
医
師
)

お
話
・
:
「
心
が
傷
つ
く
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て

※
山
び
こ
の
家

回
復
期
に
あ
る
人
が
社
会
復
帰

へ

の
力
を
つ
け
て
い
く
の
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
(
電
話
相
談
l
月
曜
日

午
前
九
時
1
同
十

一
時)。
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盲
導
犬
を
お
貸
し
し
ま
す

上
回
点
字
図
書
館

宮
⑫
1
9
7
5

市
で
は
、
目
の
不
自
由
な
方
の
生

活
圏
を
拡
大
し
、
自
立
更
正
と
社
会
復

帰
を
促
進
す
る
た
め
、
官
導
犬
貸
与

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
ご
希
望
の
方
は
、
次
に
よ

り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
貸
与
条
件
〉

山
視
覚
障
害
一
級
で
十
八
歳
以
上
の

え広報う

上室賀自治会では、室賀峠(上田市から坂城

町へ通じる)に万葉の歌碑を建て、 6月15日除

幕式を行L、ましfこ。
このあたりは、昔から交通の要所として栄え、

現在も石仏や道しるべなどが多く残っています。

そこで自治会では地元に埋もれた文化財を守り、

昨道ー帯を憩いの場にするため歌碑を建てたも

のです。 歌碑には、藤原家経が詠んだと伝えら

れている歌が刻まれています。

v室賀峠に万葉歌碑
，第 962号

在
宅
者

ω現
に
職
に
就
い
て
い
る
か
、
近
く

職
に
就
く
こ
と
が
確
定
し
て
い
る

人
で
、
盲
導
犬
を
有
効
に
利
用
で

き
る
人

ω盲
導
犬
使
用
訓
練
を
受
け
ら
れ
る

人
(
和
歌
山
県
盲
導
犬
訓
練
所
で

約
一
か
月
間
)

凶
本
人
が
飼
育
可
能
で
あ
る
こ
と
(
犬

の
管
理
、
え
さ
代
な
ど
の
負
担
が

月
額
約
一
万
二
千
円
)

〈
貸
与
頭
数
〉

一
頭

〈
申
込
締
切
日
〉

七
月
十
八
日
働

〈
申
込
先
〉

上
田
点
字
図
書
館
(
上
田
市
材
木

町

一
|
二
|
五
)

交
通
共
済
の
申
し
込
み

市
民
課
庶
務
係

一

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
7

一

有
線
②
0
7
0
1

r

今
年
度
も
六
月
一
日
か
ら
交
通
災

害
共
済
の
会
員
期
間
が
始
ま
り
ま
し

た
。
す
で
に
、
六
月
十
六
日
現
在
で

九
万
五
百
六
十
五
人
(
市
費
負
担
者

を
除
く
)
の
方
に
お
申
し
込
み
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

ま
だ
自
治
会
な
ど
で
お
申
し
込
み

に
な
っ
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
市
民

課
交
通
共
済
の
窓
口
へ
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。
特
に
今
年
中
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
方
は
、
昨
年
ま
で
は
団
体
加

入
で
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は

一
般

加
人
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

交
通
共
済
は
皆
さ
ん
の
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方

に
入

っ
て
い
た
だ
い
て
、
市
も
制
彦

の
充
実
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

入
ろ
う
み
ん
な
で

交
通
共
済
/

住
基
法
が

6
月
か
ら
改
正

住
民
票
の
写
し
の

請
求
に
は

グ
使
用
目
的
d

を

市
民
課
市
民
第
一
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
3

六
月

一
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

法
の

一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

〈
住
民
票
の
写
し
の
交
付
な
ど
〉

他
人
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、

仕
比
毘

uE整
合
中
ム
ロ
相
恨
の
聞
叫
陛
見
士
ふ
れ
~
N
M
R'紘
柑

の
附
票
の
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る

と
き
は
、
「
請
求
の
事
由
」
を
具
体
的

に
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(
請
求
が

不
当
な
目
的
に
よ
る
場
合
は
、
こ
れ

に
応
じ
ら
れ
ま
せ
ん
)

ま
た
、
戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
こ
の
改
正
に
と
も
な
い
、
住
民
票

な
ど
の
交
付
申
請
書
の
様
式
が
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
請
求
者
お
よ

び
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
(
代
理
人
)

そ
れ
ぞ
れ
の
押
印
が
必
要
で
す
。

〈
住
民
票
の
写
し
の
様
式
〉

世
帯
主
と
の
続
柄
、
本
籍
地
お
よ

び
筆
頭
者
氏
名
な
ど
省
略
し
た
も
の

を
交
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
官
公
署
な
ど
へ
提
出
す

る
も
の
で
、
特
別
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
従
来
の
様
式
で
交
付
し

ま
す
が
、
そ
の
判
断
の
根
拠
と
す
る

た
め
に
も
使
用
目
的
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。



上室
岡[へ通

幕式を4
この

現在も

そニで

峠道

のです。

れてい

「
L
よ
岡
山
爪
り
本
株
」
明
、
決
父
法
悦
爪
り
払
棚

V
v

六
月
二
十
二
日
、
学
生
と
市
民
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
第
五

向
「
上
回
の
森
」
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、
市
内
三
大
学
(
信
大
繊
維

学
部
、長
野
大
、
上
回
女
子
短
大
)
の
共
催
で
聞
か
れ
ま
し
た
。会

場
と
な
っ
た
上
回
公
園
(
本
丸

跡
)
で
は
、
「
ミ
ス
上
田
の
森
コ

ン
テ
ス
ト
」
、
「
鉄
人
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
」
な
ど
各
大
学
に
よ
る

催
し
が
行
わ
れ
、
約
二
百
人
の

学
生
と
公
園
を
訪
れ
た
市
民
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

だえ一ー(11)-一一昭和61年 7月 1日 広報う

い
よ
い
よ
本
格
的
な
夏
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
梅
雨
入
り
直
前
の
六
月
十
五
日
、
上
田
公
園
の

市
営
プ

l
ル
と
自
然
運
動
公
園
で
は
、
「
プ

l
ル
聞
き
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
泳
ぐ
に
は
絶
好
の
天
気
と
な
っ

た
こ
の
日
は
、
た
く
さ
ん
の
小
・
中
学
生
や
親
子
連

れ
な
ど
が
初
泳
ぎ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
市
営
プ

l
ル
(
上
田
公
園
)
で
は
、
森
千
春

さ
ん
(
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表
)

を
講
師
と
し
て
水
泳
教
室

(
H写
真
)
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
教
室
で
は
、
森
さ
ん
に
よ
る
模
範
泳
法
の
あ
と

平
泳
ぎ
や
ク
ロ
ー
ル
の
説
明
、
そ
し
て
プ

l
ル
で
の

指
導
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈住
民
票
の
写
し
の
交
付
な
ど
〉

他
人
の
住
民
票
の
写
し
の
交
付
、

住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
ま
た
は
戸
籍

写
真 簡
コ 保

作宝寺
ロゲ笠z l? 
募広蚕
集り

上
田
郵
便
局
保
険
課

宮
⑫
0
4
9
9

郵
政
省
で
は
、
次
の
と
お
り
「
簡

保
・
年
金
積
立
金
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
・
:
簡
易
保
険
、
年
金
積
立
金

融
資
施
設
を
題
材
と
し
た
明
る
い

作
品
(
市
内
で
は
、
南
小
、
千
曲

町
団
地
、
国
分
寺
史
跡
公
園
、
自

然
運
動
公
固
な
ど
)

作
品
の
大
き
さ
:
・
マ
一
般
の
部
H
H
四

ツ
切
(
カ
ラ

l
・
白
黒
)
、
カ
ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
(
一二
十
五
ミ
リ
以
上
)

マ
小
・
中
学
生
の
部

1
キ
ャ
ビ
ネ

(
カ
ラ
1

・
白
黒
)

応
募
点
数
・
:
一
般
の
部
は
五
点
以
内
、

小
中
学
生
の
部
は
三
点
以
内
(
組

写
真
は

一
組
三
点
以
内
)

応
募
期
限
・
:
七
月
三
十

一
日
附

応
募
方
法
・
:
作
品
の
画
題
、
施
設
の

J

名
称
と
所
在
地
、
応
募
者
の
住
所
、

一

氏
名
、
電
話
番
号
を
応
募
票
に
記

一

入
し
て
裏
面
へ
は
り
、
カ
ラ
l
ス

一

ラ
イ
ド
は
マ
ウ
ン
ト
に
直
接
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先
・
・
・
上
田
郵
便
局
保
険
課

経
営
管
理
大
学
校
講
座

受
講
生
を募
集
し
ま
す

長
野
県
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

宮

0
2
6
2⑮
9
5
1
8

県
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経

営
方
針
な
ら
び
に
経
営
管
理
な
ど
に

関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
・
知
識
・

方
法
な
ど
を
修
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
左
表
の
と
お
り
経
営
管
理

大
学
校
講
座
を
開
催
し
ま
す
(
上
田

市
内
で
の
開
催
分
)
。

コ ース名 時期 {疋貝口 実施主体

経営戦略(商業) 8月上旬 20名 経営者協会

品質管理指導者育成 11月中旬 20名 上回商工会議所

生産管理 10月下旬 20名 長団体野上県小中小支企部業

マーケテイング 9月下旬 20名 商工会連合会

※他地域でも有益なコースが全部で32コース開催されます

ので積極的にご活用くださいれ、ずれも有料)



武堀野竹永近田富市土樋山黒堀合荒!
井井口内弁藤中下川屋村岸岩 葉井!
清しあ文一友 太瀧か武文ふき守:
子づき雄雄太文茂一子 t雄雄じと ζ

さ子せきさ郎ささ郎きささき子え?;
んささんんさんんさんんんんきさん i
んん ん ん んん上 1

) 11 ~ 
鎌新泉常下木中岩長長矢新踏下上原!
磐之之 室田彬IJ ; 

原田町町郷町条下島島沢町入賀原町;

七五七 八 八七七六七八八八八七八七 j
八ー五四二 O 七一六五二三七 O 九五;

武坪滝 佐 原田甲山佐小吉上西花正石;
田川津 藤 中田本々菅池原沢岡村井;
トキ 良と 春一ミ木 則 義政淑;
キヨ怜 雄ら 人伊ドめ贋弘夫武園視徳;
子ささ さ さきさリじきささきささき i
さんん んん んんきさんんんんんんん i
ん んん ; 

中浦城 新倉 上木新町下五北染山大半 j
本吉常手 i

組野北 田 升郷町屋田郷加田屋口町過;

五八五 七 九七七七八九五四七七九八;
四九九 三 七一五四一 0 七 O 六七六二;

中赤森 坂 山井黒武丸中谷 i竜池山森茅;のるなは女引 に行にのれの察生
沢羽 田岸 出津弁山村川津田崎 野;傾ほど、子きまあの中約ま少署し
光澄 ゐ 正とは家公玉政衷 久文ょ;向かの相がでたり低学八し年管て
ゆ江夫 る 三もま宜訓の子次賢一子り iも、窃変占は、ま年生四たが内い
きさき じ き子さぎささき郎さささき:見非盗わめそ女す齢のパが刑にま
さんん さん さんんんんんさんんんん;受行犯らての子。化増 l 、法おす
ん ん ん 上 ん 4けのがずい五のが加セ中犯い

川 北 ;ら凶多万ま八非 きがン・でて昨
蛇小末 上三 材三常原笹舞新神天下岩;れ悪く引すパ行 ら目ト高検は年
広好木好磐柳 神本 ;まイヒ発き。 l も に立を校挙、中
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九六六七六四八八三九八八八六七セ: 能て物的ト 、 傾ど、全導六田
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秀 嘉 美ーも正義正武中照昭;力育を月し携係の。にい子題り少
男可人仲津彦り義一行ー照子広;を成も閉まに機よ 給う供や巻年

ifi i z i i i i i i z iえj長22室Zt閑42ES存在葬
ん み;ぃ高とじ、、団状 つが向少会の

ん ん す+しめも、市非体況てあに年環背

北木上半分下上神鈴下中川染ず;まるに子民行、の いり気の境景
常室 之室 塩常辺台;すさ、供の防地中 る、づ家のに

岡町賀過去郷賀畑子尻田町屋北 joZ産品雪走塁て 宗えぞ安売同

三え耐号空三三三三主交日; hft雪空写 吉宗ZTZで

だ 昭和61年7月1日ー一一一(12)-

7
月
は
「
青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す

知能犯10人

え広報う

(
五
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

須
藤
茂
信
さ
ん

小
林
理
さ
ん

北
沢
つ
る
子
さ
ん

盛
例
措
阿
川

v
u
t
vり
昔
、
，
ん

下上大大
詰手
回手町屋

16日号

l番161，ナ)

企昭和60年刑法犯少年の罰種・

学職別状況、上田警察署管内

今
月
は
、
「
青
少
年
を
非
行
か
ら
ま

も
る
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。
こ
れ

は
、
比
較
的
非
行
の
芽
生
え
や
す
い

夏
を
迎
え
、
こ
の
防
止
の
た
め
集
中

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

近
年
、
青
少
年
非
行
は
全
国
的
に

大
変
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
市
内
で
も
依
然
と
し
て
青

少
年
の
非
行
や
不
良
行
為
が
多
く
発
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